








経済地理」（Boschma and Rambooy, 1999）であるが、これに続く
10 年ほどの間に、すなわちほぼ 2010 年までのころには、1つ
の学問分野として定着した（Brouder et al., 2017, p.1）。
それはどのようなものをいうのか。ここではまえがき的に要
点のみを示すと、「進化論的経済地理学は、経済活動の配



















（Boschma and Martin, 2010）も刊行され、この学問は、種 な々地域
発展状況の解明にあたる有力な理論分野として盛んなものと
なってきた。なかんずく「ツーリズムは、この学問の経験論的
アプローチ（an EEG empirical approach）の主たる対象領域として、
とりわけ経済的な再生と多様化に依存する地域では、こうした
アプローチの対象領域として有用であるとして」、強く注目され







ヴェ（Salvador Anton Clavé）／ギル（Alison Gill）／イオアニデス
（Dimitri Ioannides）の論考（Brouder et al., 2017）に拠って考察する。
これは、この4名の編集にかかわる書『ツーリズム・デスティ






An evolutionary approach for tourism destination:
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Abstract：
There has emerged the theory of evolutionary economic geography(EEG)　since the beginning of this century, which has 
proven to be a useful paradigm for the theory of tourism destination development. This paper surveys its characteristics, 
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についてみても、すでにゲール／ボッタリル（Gale and Botterill, 
2005）により、ある発展段階から次の発展段階への移行は何
故起き、どのように進むものかが明確ではないという批判が提
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② -1  経路レベ
ルアップ
② -2  経 路 入
れ換え


















































































































































ものであると書いている（Sanz=Ibáñez et al., 2017,p.98）。
サンツ=イバーネツらの所論は以上とし、次に複雑性につい
















































（Rotmans and Loorbach, 2009）によると、「複雑なシステムにおけ
る自己組織化の過程において、新しい首尾一貫的な構造・パ
ターン・特性が生まれること」と定義されるものであるが（cited 

































































































望ましいとしている（cited in Halkier and James, 2017,p.23）。

















and James, 2017, p.23）。
第 3は、レジリエンスのいわば内容にかかわるもので、例
えばそれには人間能力（human agency）の役割も含まれるかと






















































取り上げる。これは、ブラウダーら編著 （Brouder et al.（eds）, 2017）
では、直接的にはカールソン／カールソンの論考（Carson and 




























































れていることなどをふまえて（MacKinnon et al., 2009, cited in Ioannides 
and Brouder, 2017, p.188）、結論的には「ツーリズムを含む経済的
要因の進化では、資本蓄積と不均等発展に関係したものとし
てとらえることが必要と信じるものである」と宣している（Ioannides 
and Brouder, 2017, p.188）。そのうえで、喫緊の課題として次の 4




















































































































































イフサイクル研究の論考目録（Summary of major tourism life-cycle 
studies following Butler’s model）」 が収録されている。
それによると、1981 年のホヴィネンの論考（Hovinen, 1981）に
始まり、2002 年のアガールワルの論考（Agarwal, 2002）に至る






































































争の結果、2017 年には 1,100 ～ 1,200 万人に減少している




























リズムの経済地理学（economic geography of tourism）”といって
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